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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面シート、液不透過性の防漏シート及び液保持性の吸収体を具備し、縦長
に形成されてなる吸収性物品において、
　上記吸収体は、主吸収体と、該主吸収体の左右両側縁部の少なくとも上方に配設された
一対の側部吸収体とからなり、該主吸収体と該側部吸収体との間には液不透過性シートが
介在されており、
　上記主吸収体は、その裏面側全面、側面及び表面側の左右両側縁部が上記防漏シートに
より被覆されており、更に該防漏シートで被覆された状態で該主吸収体の表面側及び側面
側が上記表面シートにより被覆されており、
　上記側部吸収体は、その外周面全面が液透過性シートにより被覆されて、上記表面シー
ト上に配設されており、
　上記側部吸収体と上記主吸収体との間には、上記液不透過性シートとして上記防漏シー
トが介在されていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　左右一対の側部吸収体の幅方向内方に、長手方向に延びる溝がそれぞれ設けられて、該
溝により上記表面シートと上記液不透過性シートとが固着されていることを特徴とする請
求項１記載の吸収性物品。
【請求項３】
　上記側部吸収体は、その高さが、１～１０mmであることを特徴とする請求項１記載の吸
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収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、漏れ防止性能が高い、生理用ナプキンや失禁パッドなどの吸収性物品に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、生理用ナプキンや失禁パッドなどの吸収性物品としては、液透過性の表面シ
ート、液不透過性の防漏シート及び吸収体を具備し、実質的に縦長に形成されてなるもの
が広く用いられ、漏れ防止性を向上させるため、種々提案がなされている。
【０００３】
　例えば、特許文献１においては、縦長の吸収性物品の幅方向中央部に棒状の吸収拡散体
を載置した生理用ナプキンが提案されている。また、特許文献２においては、表面シート
上に、更に、液透過性の不織布と液不透過性の防水紙と該不織布及び該防水紙間に介在さ
れた吸収体からなる上部吸収体を配してなる生理用ナプキンが提案されている。また、特
許文献３においては、吸収性物品の左右両側縁部側のそれぞれに所定幅の一対の突堤が形
成されてなる吸収性物品が提案されている。
　しかし、横からの液漏れや液戻りによる漏れを十分に防止できる吸収性物品は未だない
。
【０００４】
【特許文献１】特開昭５９－１２０１５４号公報
【特許文献２】特開平４－１６４４６号公報
【特許文献３】特開平１０－３３５８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、横漏れ及び液戻りによる漏れを防止でき、漏れ防止性に優れ
た吸収性物品を提供することにある。
【０００６】
　本発明者らは、吸収体が、主吸収体と、該主吸収体の左右両側縁部上にそれぞれ配設さ
れた一対の側部吸収体とからなり、該側部吸収体と該主吸収体との間に液不透過性シート
を配してなる吸収性物品が、上記目的を達成しうることを知見した。
【０００７】
　本発明は、液透過性の表面シート、液不透過性の防漏シート及び液保持性の吸収体を具
備し、縦長に形成されてなる吸収性物品において、上記吸収体は、主吸収体と、該主吸収
体の左右両側縁部の少なくとも上方に配設された一対の側部吸収体とからなり、該主吸収
体と該側部吸収体との間には液不透過性シートが介在されていることを特徴とする吸収性
物品を提供するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の吸収性物品は、漏れ防止性に優れ、特に横漏れを効果的に防止することができ
るものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の吸収性物品について図面を参照して更に詳細に説明する。
　ここで、図１は、本発明の吸収性物品の第１の実施形態としての生理用ナプキンを示す
斜視図であり、図２は、図１のＩＩ－ＩＩ断面図である。
【００１０】
　図１及び２に示す第１の実施形態の生理用ナプキン１は、液透過性の表面シート２、液
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不透過性の防漏シート４及び液保持性の吸収体３を具備し、実質的に縦長に形成されてな
る。
【００１１】
　而して、本形態の生理用ナプキン１において、吸収体３は、主吸収体３１と、該主吸収
体３１の左右両側縁部の上方にそれぞれ配設された一対の側部吸収体３２とからなり、該
主吸収体３１と該側部吸収体３２との間には液不透過性シートが介在されている。
【００１２】
　主吸収体３１は、その裏面側全面、側面及び表面側の左右両側縁部が防漏シート４によ
り被覆されており、更に該防漏シート４で被覆された状態で主吸収体３１の表面側及び側
面側が表面シート２により被覆されており、側部吸収体３２は、その外周面全面が液透過
性シート９により被覆されて、表面シート２上に配設されており、側部吸収体３２と主吸
収体３１との間には、液不透過性シートとして防漏シート４が介在されている。
【００１３】
　また、表面シート２は、主吸収体３１の裏面側の左右両側縁部を覆うように配されてお
り、裏面側に液不透過性の裏面シート５が配されている。裏面シート５は、その長手方向
中央部における左右両側部が、幅方向外方に延出されており、左右一対のウイング部８が
形成されている。
　また、ナプキンの中央部分（長手方向及び幅方向における中央部分）においては、主吸
収体３１上に上部吸収体３３が載置されている。上部吸収体３３の周縁部には、立体形状
の溝７が形成されており、更に、該周縁部よりも外方にも楕円形状にて溝７が形成されて
いる。
【００１４】
　また、側部吸収体３２は、生理用ナプキンの長手方向全体に亘って配されており、それ
らの前後両端部において表面シート２、防漏シート４及び裏面シート５と一体にヒートシ
ールされている。
　また、各部材は、このヒートシールされている部分及び溝が形成されている部分を除い
ては、適宜接着剤などにより接着されている。
【００１５】
　裏面シート５の中央部表面及びウイング部表面には、粘着剤が塗布されてずれ止め部６
が形成されている。
【００１６】
　側部吸収体３２の高さＴ１は、１～１０mmとするのが好ましく、３～７mmとするのが更
に好ましい。また、側部吸収体３２の幅Ｗ１は、５～２０mmとするのが好ましい。高さＴ
１は、吸収体容量の点で１mm以上が好ましく、使用者の側部の装着感の点で１０mm以上が
好ましい。幅Ｗ１は、側部に流れ込んだ液の吸収性の点で５mm以上が好ましく、１５mmを
超えると、中央部での主吸収体への有効な吸収及び側部吸収体の吸収性の依存度の点で２
０mm以下が好ましい。
　側部吸収体３２の長さは、効果を損なわない範囲で適宜選択可能で、主吸収体と同等の
長さでもよく、略中央で防漏壁となるに十分な最低限の長さでもよい。実効上好ましくは
３０ｍｍ～主吸収体全長と同じ長さの範囲、更に好ましくは５０ｍｍ～主吸収体全長と同
じ長さの範囲である。
　また、側部吸収体３２の位置は、吸収性物品の側方側にあれば、特に制限されず、目的
とする効果を発現できれば側縁部から内側よりの位置に配置してもよい。
　また、主吸収体３１の高さＴ２は、吸収容量やヨレの点、また使用者の装着感の点で０
．７～１０mmとするのが更に好ましい。その幅Ｗ２は、吸収体のズレ、ヨレの点で６０mm
以上とするのが好ましい。幅Ｗ２が、６０mm未満であると、吸収体のズレ、ヨレが生じた
時にモレ易くなる場合があるので、上記範囲内とするのが好ましい。
　液不透過性シートとしての防漏シート４は、側部吸収体３２の全幅に亘って設けられて
いなくてよく、主吸収体３１の側部からの液戻りを防止して、液戻りした体液を側部吸収
体３２側に滲出させないように配されていればよい。
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【００１７】
　生理用ナプキン１を構成する表面シート２、防漏シート４、裏面シート５及び吸収体３
の形成材料としては、通常、生理用ナプキンなどの吸収性物品に用いられるものであれば
特に制限なく用いることができる。液透過性シート９の形成材料は、表面シートと同じも
のを特に制限なく用いることができる。
【００１８】
　上述の如く構成されてなる本形態の生理用ナプキン１は、その使用時においてずれ止め
部６を介してショーツなどの下着に装着して使用される。
　そして、上述の如く構成されており、表面を滲む等して側部に移動してくる体液を側部
吸収体３２が吸収するので、横漏れを効果的に防止することができる。また、主吸収体３
１と側部吸収体３２との間に液不透過性シートとしての防漏シート４が配されているので
、側部において液戻りを起こさず、側部吸収体３２の吸収性能を阻害したり液戻りによる
漏れが生じない。
【００１９】
　本形態の生理用ナプキン１は、主吸収体３１上に上部吸収体３３を載置し、主吸収体３
１の裏面側及び側面を防漏シート４で覆い、さらに表面シート２で表面側及び側面を覆い
、左右両側縁部に液透過性シート９で被覆した側部吸収体３２を載置し、最終に裏面側に
裏面シート５を貼り合わせて、粘着剤を塗布してずれ止め部６を形成することにより、製
造することができる。
【００２０】
　以下に、図３～５を参照して、本発明の第２及び３の実施形態について説明する。
　ここで、図３は、本発明の吸収性物品の第２の実施形態としての生理用ナプキンを示す
斜視図であり、図４は、図３のＩＶ－ＩＶ断面図である。図５は、本発明の吸収性物品の
第３の実施形態としての生理用ナプキンを示す幅方向断面図（図２相当図）である。
　尚、以下の説明においては、上述した第１の実施形態と異なる点について特に説明する
。特に説明しない点については、上述した説明が適宜適用される。
【００２１】
　図３及び４に示す本実施形態の生理用ナプキン１においては、上記主吸収体３１は、そ
の裏面側全面、側面及び表面側の左右両側縁部が上記防漏シート４により被覆されており
、上記表面シート２は、側部吸収体３２と主吸収体３１とからなる吸収体３全体の表面側
及び側面を覆って配されている。
　上記側部吸収体３２は、上記主吸収体３１の表面側左右両側縁部上に位置する上記防漏
シート４上に配されており、上記側部吸収体３２と上記主吸収体３１との間には、上記液
不透過性シートとして上記防漏シート４が介在するようになされている。
【００２２】
　即ち、本実施形態においては、主吸収体３１と側部吸収体３２とが防漏シート４を介し
て積層されており、表面シート２は、吸収体３全体を覆っている。また、本形態において
は、上部吸収体は設けられていないが、当然設けても良い。
　また、左右一対の側部吸収体３２の幅方向内方に、長手方向に延びる溝７がそれぞれ設
けられて、溝７により上記表面シート２と液不透過性シートとしての防漏シート４とが固
着されている。これにより、主吸収体３１と側部吸収体３２とが、完全に分断された形と
なり、本発明の所望の効果がより向上されて奏される。
　本形態の生理用ナプキンにおいても、上述した第１の実施形態の生理用ナプキンと同じ
効果を奏する。
【００２３】
　図５に示す第３の形態の生理用ナプキン１は、主吸収体３１と側部吸収体３２とが連結
されている。即ち、幅広の吸収体３の全面を表面シート２で覆い、その左右両側を内方に
向けて折り返して、主吸収体３１と側部吸収体３２とが形成されている。また、この折り
返された部分の相対する表面シート２間に液不透過性シート４０が、配されている。
　ここで、側部吸収体の幅Ｗａにおける主吸収体に連結されていない部分（液不透過性シ
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上面への液戻りの点で５０％以上であるのが好ましい。
　このように、本発明において、主吸収体と側部吸収体とは、別体でなくても良く、液不
透過性シートにより完全に分断されていなくても良い。
【００２４】
　尚、本発明の吸収性物品は、上述の形態に制限されず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
で種々変更が可能である。
　例えば、第１の実施形態において、防漏シートとは別の液不透過性シートを設けること
もできる。また、側部吸収体は、主吸収体の側方などにも位置するように配設しても良い
。
　また、溝は、単なる直線状とすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明の吸収性物品の実施形態を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１のＩＩ－ＩＩ断面図である。
【図３】図３は、本発明の吸収性物品の他の実施形態を示す斜視図である。
【図４】図４は、図３のＩＶ－ＩＶ断面図である。
【図５】図５は、本発明の吸収性物品の第３の実施形態としての生理用ナプキンを示す幅
方向断面図（図２相当図）である。
【符号の説明】
【００２６】
１　生理用ナプキン
２　表面シート
３　吸収体
３１　主吸収体
３２　側部吸収体
３３　上部吸収体
４　防漏シート
５　裏面シート
６　ずれ止め部
７　溝部



(6) JP 4615026 B2 2011.1.19

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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